








1  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数

0人　

0人　

9人　

0人　

0人　

1人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

(注） 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第二各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注） 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

自己腫瘍・組織及び樹状細胞を用いた活性化自己リンパ球移入療法

蛍光膀胱鏡を用いた５－アミノレブリン酸溶解液の経口投与又は
経尿道投与による膀胱がんの光力学的診断

筋層非浸潤性膀胱がん

高度の医療の提供の実績

先　進　医　療　の　種　類   

悪性高熱症診断法（スキンドファイバー法）

骨髄細胞移植による血管新生療法

前眼部三次元画像解析

急性リンパ性白血病細胞の免疫遺伝子再構成を利用した定量的ＰＣＲ法による
骨髄微小残存病変（ＭＲＤ）量の測定

（様式第2） 



2  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数

1人　

0人　

0人　

1人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

(注) 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第三各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注) 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

先　進　医　療　の　種　類   

パクリタキセル静脈内投与、カルボプラチン静脈内投与及びベバシズマブ静脈内投与の
併用療法（これらを三週間に一回投与するものに限る。）並びにベバシズマブ静脈内投与

（三週間に一回投与するものに限る。）による維持療法

神経症状を呈する脳放射線壊死に対する核医学診断及びベバシズマブ静脈内投与療法

術後のホルモン療法及びＳ－１内服投与の併用療法　原発性乳がん（エストロゲン受容体
が陽性であって、ＨＥＲ２が陰性のものに限る。）

ペメトレキセド静脈内投与及びシスプラチン静脈内投与の併用療法

高度の医療の提供の実績

（様式第2） 



3　その他の高度の医療

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

実績なし

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

高度の医療の提供の実績

（注） 1　当該医療機関において高度の医療と判断するものが他にあれば、前年度の実績を記入すること。

（注） 2　医療法施行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療
を提供する特定機能病院として十以上の診療科名を標榜する病院については、他の医療機関での実施状況を含め、当該
医療技術が極めて先駆的であることについて記入すること（当該医療が先進医療の場合についても記入すること）。

（様式第2） 



4　特定疾患治療研究事業対象疾患についての診療

疾　　　患　　　名 取扱患者数 疾　　　患　　　名 取扱患者数

 ・ベーチェット病 71人　  ・膿疱性乾癬 5人　

 ・多発性硬化症 80人　  ・広範脊柱管狭窄症 8人　

 ・重症筋無力症 60人　  ・原発性胆汁性肝硬変 75人　

 ・全身性エリテマトーデス 277人　  ・重症急性膵炎 9人　

 ・スモン 5人　  ・特発性大腿骨頭壊死症 129人　

 ・再生不良性貧血 75人　  ・混合性結合組織病 24人　

 ・サルコイドーシス 61人　  ・原発性免疫不全症候群 33人　

 ・筋萎縮性側索硬化症 28人　  ・特発性間質性肺炎 31人　

 ・強皮症，皮膚筋炎及び多発性筋炎 193人　  ・網膜色素変性症 18人　

 ・特発性血小板減少性紫斑病 157人　  ・プリオン病 4人　

 ・結節性動脈周囲炎 38人　  ・肺動脈性肺高血圧症 22人　

 ・潰瘍性大腸炎 437人　  ・神経線維腫症 34人　

 ・大動脈炎症候群 20人　  ・亜急性硬化性全脳炎 0人　

 ・ビュルガー病 45人　  ・バッド・キアリ（Budd-Chiari）症候群 6人　

 ・天疱瘡 39人　  ・慢性血栓塞栓性肺高血圧症 12人　

 ・脊髄小脳変性症 79人　  ・ライソゾーム病 6人　

 ・クローン病 289人　  ・副腎白質ジストロフィー 1人　

 ・難治性の肝炎のうち劇症肝炎 6人　  ・家族性高コレステロール血症（ホモ接合体） 1人　

 ・悪性関節リウマチ 16人　  ・脊髄性筋委縮症 12人　

 ・球脊髄性筋委縮症 0人　

 ・慢性炎症性脱髄性多発神経炎 19人　

 ・アミロイドーシス 20人　  ・肥大型心筋症 2人　

 ・後縦靭帯骨化症 53人　  ・拘束型心筋症 0人　

 ・ハンチントン病 1人　  ・ミトコンドリア病 13人　

 ・モヤモヤ病（ウィリス動脈輪閉塞症） 55人　  ・リンパ脈管筋腫症（ＬＡＭ） 8人　

 ・ウェゲナー肉芽腫症 11人　  ・重症多形滲出性紅斑（急性期） 0人　

 ・特発性拡張型（うっ血型）心筋症 50人　  ・黄色靱帯骨化症 8人　

 ・表皮水疱症（接合部型及び栄養障害型） 2人　

（注）　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

303人　

高度の医療の提供の実績

 ・パーキンソン病関連疾患（進行性核上性麻痺、
大脳皮質基底核変性症及びパーキンソン病）

134人　

 ・多系統萎縮症（線条体黒質変性症、オリーブ橋
小脳萎縮症及びシャイ・ドレーガー症候群）

17人　
 ・間脳下垂体機能障害
（ＰＲＬ分泌異常症、ゴナドトロピン分泌異常症、ＡＤＨ
分泌異常症、下垂体性ＴＳＨ分泌異常症、クッシング
病、先端巨大症、下垂体機能低下症）

（様式第2） 



5　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（基本診療科）

　・ 特定機能病院入院基本料

　・ 臨床研修病院入院診療加算

　・ 救急医療管理加算

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・ 地域歯科診療支援病院歯科初診料

　・ 歯科外来診療環境体制加算

　・ 歯科診療特別対応連携加算

　・ 救急搬送患者地域連携紹介加算

　・ 超急性期脳卒中加算

　・ 妊産婦緊急搬送入院加算

　・ 診療録管理体制加算１

　・ 急性期看護補助体制加算

　・ 療養環境加算

　・ 重症者等療養環境特別加算

　・ 医療安全対策加算１

　・ 感染防止対策加算１

　・ 無菌治療室管理加算１

　・ 無菌治療室管理加算２

　・ 緩和ケア診療加算

　・ 精神科身体合併症管理加算

　・ 摂食障害入院医療管理加算

　・ がん診療連携拠点病院加算

　・ 呼吸ケアチーム加算

　・ 病棟薬剤業務実施加算

　・ データ提出加算

　・ 地域歯科診療支援病院入院加算

　・ 救命救急入院料３

　・ 新生児特定集中治療室管理料２

　・ 特定集中治療室管理料３

　・ 特定集中治療室管理料４

　・ ハイケアユニット入院医療管理料２

　・ 小児入院医療管理料２

　・

　・

　・

　・

　・

　・ 新生児特定集中治療室退院調整加算 　・

　・ 退院調整加算

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・ 栄養サポートチーム加算

　・ 患者サポート体制充実加算

　・ ハイリスク妊娠管理加算

　・ ハイリスク分娩管理加算

　・

　・

　・

（様式第2） 



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

　・ 検体検査管理加算（Ⅳ）

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・ ウイルス疾患指導料 　・ 歯科技工加算

　・ 植込型除細動器移行加算 　・ 悪性黒色腫センチネルリンパ節加算

　・ 高度難聴指導管理料
  ・ 組織拡張器による再建手術（一連につき）
　   （乳房（再建手術）の場合に限る。）

　・ 糖尿病合併症管理料 　・ 骨移植術（軟骨移植術を含む。）（自家培養軟骨移植術に限る。）

　・ がん性疼痛緩和指導管理料 　・ 腫瘍脊椎骨全摘術

　・ がん患者指導管理料１ 　・ 脳腫瘍覚醒下マッピング加算

　・ がん患者指導管理料２ 　・ 頭蓋骨形成手術（骨移動を伴うものに限る。）

　・ がん患者指導管理料３
　・ 脳刺激装置植込術（頭蓋内電極植込術を含む。）
　　 及び脳刺激装置交換術

　・ 外来緩和ケア管理料 　・ 脊髄刺激装置植込術及び脊髄刺激装置交換術

　・ 移植後患者指導管理料（臓器移植後） 　・ 仙骨神経刺激装置植込術及び仙骨神経刺激装置交換術

　・ 糖尿病透析予防指導管理料 　・ 羊膜移植術

　・ 外来リハビリテーション診療料
　・ 緑内障手術（緑内障治療用インプラント挿入術
     （プレートのあるもの）

　・ 外来放射線照射診療料 　・ 網膜付着組織を含む硝子体切除術（眼内内視鏡を用いるもの）

　・ 地域連携診療計画管理料 　・ 網膜再建術

　・ ハイリスク妊産婦共同管理料（Ⅰ）
　・ 人工内耳植込術、植込型骨導補聴器移植術及び
     植込型骨導補聴器交換術

　・ がん治療連携計画策定料 　・ 内視鏡下鼻・副鼻腔手術Ⅴ型（拡大副鼻腔手術）

　・ がん治療連携管理料

　・ 上顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限る。）
      （歯科診療以外の診療に係るものに限る。）、
     下顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限る。）
      （歯科診療以外の診療に係るものに限る。）

　・ 肝炎インターフェロン治療計画料

　・ 上顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限る。）
      （歯科診療に係るものに限る。）、
     下顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限る。）
      （歯科診療に係るものに限る。）

　・ 薬剤管理指導料 　・ 乳がんセンチネルリンパ節加算１

　・ 医療機器安全管理料１ 　・ ゲル充填人工乳房を用いた乳房再建術（乳房切除後）

　・ 医療機器安全管理料２ 　・ 経皮的冠動脈形成術

　・ 医療機器安全管理料（歯科） 　・ 経皮的冠動脈形成術
     （特殊ｶﾃｰﾃﾙによるもの）

　・ 歯科治療総合医療管理料 　・ 経皮的冠動脈ステント留置術

　・ 持続血糖測定器加算 　・ 経皮的中隔心筋焼灼術

　・ 造血器腫瘍遺伝子検査 　・ ﾍﾟｰｽﾒｰｶｰ移植術及びﾍﾟｰｽﾒｰｶｰ交換術

　・ ＨＰＶ核酸検出
ＨＰＶ核酸検出（簡易ジェノタイプ判定）

　・ 植込型心電図記録計移植術及び植型心電図記録計摘出術

　・ 両心室ﾍﾟｰｽﾒｰｶｰ移植術及び両心室ﾍﾟｰｽﾒｰｶｰ交換術

（様式第2） 



施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・ 遺伝カウンセリング加算

　・ 心臓カテーテル法による諸検査の血管内視鏡検
査加算

　・ 植込型除細動器移植術、植込型除細動器交換術及び
     経静脈電極抜去術（レーザーシースを用いるもの）

　・ 両室ﾍﾟｰｼﾝｸﾞ機能付き植込型除細動器移植術及び
     両室ﾍﾟｰｼﾝｸﾞ機能付き植込型除細動器交換術

　・ 植込型心電図検査 　・ 大動脈ﾊﾞﾙｰﾝﾊﾟﾝﾋﾟﾝｸﾞ法（IABP法）

　・ 胎児心エコー法 　・ 補助人工心臓

　・ 時間内歩行試験 　・ 経皮的大動脈遮断術

　・ ヘッドアップティルト試験 　・ ダメージコントロール手術

　・ 皮下連続式グルコース測定 　・ 体外衝撃波胆石破砕術

　・ 長期継続頭蓋内脳波検査 　・ 腹腔鏡下肝切除術

　・ 脳磁図 　・ 生体部分肝移植術

　・ 神経学的検査 　・ 同種死体肝移植術

　・ 補聴器適合検査 　・ 腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術

　・ ロービジョン検査判断料 　・ 同種死体膵移植術、同種死体膵腎移植術

　・ 小児食物アレルギー負荷検査 　・ 早期悪性腫瘍大腸粘膜下層剥離術

　・ 内服・点滴誘発試験 　・ 体外衝撃波腎・尿管結石破砕術

　・ センチネルリンパ節生検（乳がんに係るものに限る）併用法 　・ 同種死体腎移植術

　・ ＣＴ透視下気管支鏡検査加算 　・ 生体腎移植術

　・ 画像診断管理加算２ 　・ 膀胱水圧拡張術

　・ 歯科画像診断管理加算1 　・ 腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術



施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・ 歯科画像診断管理加算２ 　・ 人工尿道括約筋植込・置換術

　・ ポジトロン断層撮影 　・ 腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術

　・ ポジトロン断層・コンピューター断層複合撮影
　・ 医科点数表第2章第10部手術の通則5及び
     6（歯科点数表第2章第9部の通則4を含む。）に掲げる手術

　・ CT撮影及びMRI撮影 　・ 医科点数表第２章第１０部の手術の通則の１６に掲げる手術

　・ 冠動脈ＣＴ撮影加算 　・ 輸血管理料Ⅰ

　・ 外傷全身ＣＴ加算 　・ 人工肛門・人工膀胱造設術前処置加算

　・ 大腸ＣＴ撮影加算 　・ 内視鏡手術用支援機器加算

　・ 心臓ＭＲＩ撮影加算 　・ 胃瘻造設時嚥下機能評価加算

　・ 抗悪性腫瘍剤処方管理加算 　・ 歯周組織再生誘導手術　

　・ 外来化学療法加算１ 　・ 広範囲顎骨支持型装置埋入手術

　・ 無菌製剤処理料 　・ 麻酔管理料(Ⅰ)

　・ 心大血管疾患ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ料（Ⅰ） 　・ 麻酔管理料（Ⅱ）

　・ 脳血管疾患等ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ料（Ⅰ） 　・ 放射線治療専任加算

　・ 運動器ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ料（Ⅰ） 　・ 外来放射線治療加算

　・ 呼吸器ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ料（Ⅰ） 　・ 高ｴﾈﾙｷﾞｰ放射線治療

　・ がん患者ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ料 　・ １回線量増加加算

　・ 歯科口腔リハビリテーション料２ 　・ 強度変調放射線治療（IMRT)

　・ 認知療法・認知行動療法１ 　・ 画像誘導放射線治療加算  （ＩＧＲＴ）



施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・ 医療保護入院等診療料 　・ 体外照射呼吸性移動対策加算

　・ ｴﾀﾉｰﾙの局所注入（甲状腺） 　・ 直線加速器による放射線治療（定位放射線治療）

　・ ｴﾀﾉｰﾙの局所注入（副甲状腺） 　・ 定位放射線治療呼吸移動対策加算

　・ 透析液水質確保加算2 　・ 病理診断管理加算1

　・ ＣＡＤ／ＣＡＭ冠
　・ 顎口腔機能診断料（顎変形症（顎離断等の手術を必要と
     するものに限る。）の手術前後における歯科矯正に係るもの）

　・ 手術時歯根面レーザー応用加算 　・　

　・ 磁気による膀胱等刺激法 　・ 口腔病理診断管理加算　1

　・ 一酸化窒素吸入療法 　・ クラウン・ブリッジ維持管理料

　・ う蝕歯無痛的窩洞形成加算 　・ 歯科矯正診断料



7　健康保険法の規定による療養に要する費用の額の算定方法に先進医療から採り入れられた医療技術

8　病理・臨床検査部門の概要

１．臨床検査部門と病理診断部門は別々である。

２．臨床検査部門と病理診断部門は同一部門にまとめられている。

剖検症例数　　45　　　例　　　／　　剖検率　 10.20%

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　等　の　種　類 施　設　基　準　等　の　種　類

　・内視鏡的大腸粘膜下層剥離術 　・

　・超音波骨折治療法 　・

　・難治性眼疾患に対する羊膜移植術

　・Ｘ線ＣＴ画像診断に基づく手術用顕微鏡を用いた
　 歯根端切除術

　・

　・先天性難聴の遺伝子診断

　・インプラント義歯

　・歯科用ＣＡＤ・ＣＡＭを用いたハイブリッドレジンによる
　 歯科補綴

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

臨床部門が病理診断部門或いは臨床検査部門と開催
した症例検討会の開催頻度

1週間に1～2回程度、１ヶ月に7回程度。

部　検　の　状　況

　・

　・

　・

　・ 　・

(注) 1　特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入しなくともよいこと。
(注) 2　「施設基準等の種類」欄には、特定機能病院の名称の承認申請又は業務報告を行う３年前の４月以降に、健康保険法の規
定による療養に要する費用の額の算定方法（平成六年厚生省告示第五十四号）に先進医療（当該病院において提供していたもの
に限る。）から採り入れられた医療技術について記入すること。

臨床検査及び病理診断を実施する部門の状況

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

（様式第2） 



1  研究費補助等の実績

研究課題名 研究者氏名 所属部門 金額 補助元又は委託元

肝線維化を抑制する活性化星細胞特異的ｲﾝﾃｸﾞﾘﾝの抗体：作用機序解明と治療
の展開

菅野　啓司 総合内科・総合診療科 1,200,000

補
　
委

文部科学省科学研究費補助金

産休・育休中の女性皮膚科医による在宅・僻地皮膚診療支援 横林　賢一 総合内科・総合診療科 700,000

補
　
委

文部科学省科学研究費補助金

劣化脂質による胆道がん発症機構とその制御に関する検討 田妻　進 総合内科・総合診療科 1,400,000

補
　
委

文部科学省科学研究費補助金

発作時脳磁図データの周波数解析-非侵襲的臨床検査法としての確立- 飯田　幸治 脳神経外科 700,000

補
　
委

文部科学省科学研究費補助金

微小重力環境で培養したヒト頭蓋骨由来ＭＳＣの神経分化能と機能評価 山口　智 脳神経外科 500,000

補
　
委

文部科学省科学研究費補助金

微小重力環境を用いた下垂体幹細胞の培養技術の開発－人工下垂体への応用
を目指して

栗栖　薫 脳神経外科 2,700,000

補
　
委

文部科学省科学研究費補助金

①難病ネットワークの構築に関する研究②小児難病ネットワークの構築に関する
研究

松本　昌泰 脳神経内科 7,000,000

補
　
委

厚生労働省

医歯薬学分野に関する学術研究動向に関する調査研究及び学術振興方策に関
する調査研究

松本　昌泰 脳神経内科 6,500,000

補
　
委

独立行政法人日本学術振興会

脳障害血液バイオマーカーとしてtransmembrane　protein９５の検証とその中枢神
経系における働きの検討

細見　直永 脳神経内科 1,440,000

補
　
委

独立行政法人科学技術振興機構

うつ病の神経回路－分子病態解明とそれに基づく診断・治療法の開発 山脇　成人 精神科 119,993,000

補
　
委

文部科学省

難治性うつ病の病態機序の解明と新規診断法の開発に関する基礎・臨床的研究 山脇　成人 精神科 28,046,200

補
　
委

独立行政法人科学技術振興機構

平成25年度広島県自殺未遂者実態調査及び地域支援体制構築モデル検討事
業

山脇　成人 精神科 3,757,000

補
　
委

内閣府

老年期うつ病の神経回路異常とその分子病態に関する研究 山脇　成人 精神科 16,610,000

補
　
委

独立行政法人科学技術振興機構

うつ病における思考速度低下の脳磁図による検討 志々田　一宏 精神科 500,000

補
　
委

文部科学省科学研究費補助金

情動制御の脳内機構とその障害の修復機序に関する研究 山脇　成人 精神科 4,000,000

補
　
委

文部科学省科学研究費補助金

脳血管性うつ病の神経回路網の異常と抑うつ気分、ｱﾊﾟｼｰとの関連 山下　英尚 精神科 1,000,000

補
　
委

文部科学省科学研究費補助金

磁気ターゲティングを利用した脊椎再建材料による脊髄再生 田中　信弘 脊椎・脊髄外科 700,000

補
　
委

文部科学省科学研究費補助金

分泌型ﾏｲｸﾛRNAによる血管新生を基軸とした運動器損傷の新たな治療戦略 中佐　智幸 脊椎・脊髄外科 1,200,000

補
　
委

文部科学省科学研究費補助金

各種老化因子の制御による加齢性内耳障害の予防・治療法開発の分子生物学
的研究

工田　昌也 耳鼻咽喉科・頭頸部外科 1,200,000

補
　
委

文部科学省科学研究費補助金

Ⅰ型肺胞上皮由来の新規特発性肺線維症バイオマーカーRAGEの開発と創薬の
試み

岩本　博志 呼吸器内科 1,300,000

補
　
委

文部科学省科学研究費補助金

国際共同研究による間質性肺炎の新規バイオマーカーの開発と創薬の試み 河野　修興 呼吸器内科 9,600,000

補
　
委

文部科学省科学研究費補助金

呼吸器悪性腫瘍に対する標準治療確立のための多施設共同研究 岡田　守人 呼吸器外科 550,000

補
　
委

独立行政法人国立がん研究センター

平成25年度認定医等確保支援事業 岡田　守人 呼吸器外科 1,600,000

補
　
委

広島県

新技術レーザープロテオミクスにより同定された乳癌浸透潤突起特異的分子の解
明

見前　隆洋 呼吸器外科 1,100,000

補
　
委

文部科学省科学研究費補助金

肺胞上皮癌における浸潤性肺線癌への悪性化進展ﾒｶﾆｽﾞﾑの解明 岡田　守人 呼吸器外科 4,300,000

補
　
委

文部科学省科学研究費補助金 小計２５

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

（様式第3） 
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産休・育休中の女性皮膚科医による在宅・僻地皮膚診療支援 横林　賢一 総合内科・総合診療科 700,000

補
　
委

文部科学省科学研究費補助金

インスリン抵抗性は冠動脈疾患と弁膜病変合併の促進因子である 山本　秀也 循環器内科 500,000

補
　
委

文部科学省科学研究費補助金

看護師と医療保険者の役割機能拡大による新たな慢性疾患ケア提供モデルの構
築

木原　康樹 循環器内科 8,600,000

補
　
委

文部科学省科学研究費補助金

ｽﾃﾝﾄﾞｸﾞﾗﾌﾄｱｳﾀｰｻｯｸ及び新型ｽﾃﾝﾄｸﾞﾗﾌﾄの開発 末田　泰二郎 心臓血管外科 1,690,000

補
　
委

独立行政法人科学技術振興機構

術中判断を可能にする心房細動外科治療時の電気生理診断法の確立と低侵襲
術式の開発

今井　克彦 心臓血管外科 500,000

補
　
委

文部科学省科学研究費補助金

ＳＣＵ資機材整備事業 茶山　一彰 消化器・代謝内科 9,490,000

補
　
委

広島県

がん診療施設設備整備事業 茶山　一彰 消化器・代謝内科 10,500,000

補
　
委

広島県

がん診療連携拠点病院機能強化事業 茶山　一彰 消化器・代謝内科 30,346,000

補
　
委

厚生労働省

ドクターヘリ導入事業 茶山　一彰 消化器・代謝内科 10,500,000

補
　
委

広島県

ドクターヘリ導入促進事業 茶山　一彰 消化器・代謝内科 211,765,000

補
　
委

広島県

感染症対策特別推進事業 茶山　一彰 消化器・代謝内科 15,797,000

補
　
委

厚生労働省

感染症予防事業 茶山　一彰 消化器・代謝内科 5,326,000

補
　
委

感染症予防事業費補助金

災害派遣等にかかる緊急自動車整備事業 茶山　一彰 消化器・代謝内科 5,000,000

補
　
委

広島県

産科医等確保支援事業 茶山　一彰 消化器・代謝内科 2,145,000

補
　
委

広島県

治験等症例集積機能向上パイロット事業 茶山　一彰 消化器・代謝内科 300,000

補
　
委

広島県

小児救急遠隔医療設備整備事業 茶山　一彰 消化器・代謝内科 2,567,000

補
　
委

広島県

心不全地域連携サポートチーム体制の構築事業 茶山　一彰 消化器・代謝内科 11,212,000

補
　
委

広島県

新人看護職員研修事業 茶山　一彰 消化器・代謝内科 558,000

補
　
委

新人看護職員研修事業費補助金

難病特別対策推進事業 茶山一彰 消化器・代謝内科 954,000

補
　
委

厚生労働省

歯周病原細菌歯性感染による非アルコール性脂肪性肝炎（ＮＡＳＨ）病態増悪機
構の解明

兵庫　秀幸 消化器・代謝内科 1,600,000

補
　
委

文部科学省科学研究費補助金

ＣＤ47－ＳＩＲＰαシグナルを介した癌細胞免疫回避機構の解明とその制御法の開
発

大段　秀樹 消化器外科 10,600,000

補
　
委

文部科学省科学研究費補助金

ヒト化異種糖鎖欠損免疫不全マウスを用いた抗体関連拒絶反応機構の解明 田原　裕之 消化器外科 1,100,000

補
　
委

文部科学省科学研究費補助金

ﾋﾄ膵癌に対する抗癌剤感受性制御腫瘍溶解性組換えﾜｸｼﾆｱｳｲﾙｽの開発 橋本　泰司 消化器外科 2,200,000

補
　
委

文部科学省科学研究費補助金

人側／装置側の両者の力触覚機能向上による新しい医用力覚呈示システム 惠木　浩之 消化器外科 3,300,000

補
　
委

文部科学省科学研究費補助金

造血幹細胞・iPS細胞由来TRAIL陽性NK細胞による肝癌免疫細胞療法の基礎研
究

石山　宏平 消化器外科 1,400,000

補
　
委

文部科学省科学研究費補助金

大腸癌肝転移に対する新規分子標的治療法の開発 小林　剛 消化器外科 1,500,000

補
　
委

文部科学省科学研究費補助金

小計２５

2



産休・育休中の女性皮膚科医による在宅・僻地皮膚診療支援 横林　賢一 総合内科・総合診療科 700,000

補
　
委

文部科学省科学研究費補助金

胆管癌の抗癌剤代謝関連酵素発現と感受性解析による個別化治療の確立 上村　健一郎 消化器外科 1,400,000

補
　
委

文部科学省科学研究費補助金

miRNAによる関節リウマチ滑膜細胞機能リプログラミングの誘導 山崎　聡士 リウマチ・膠原病科 800,000

補
　
委

文部科学省科学研究費補助金

滑膜線維芽細胞の脂肪分化誘導における上皮間葉移行分子機序の解明 杉山　英二 リウマチ・膠原病科 1,500,000

補
　
委

文部科学省科学研究費補助金

①難病ネットワークの構築に関する研究②小児難病ネットワークの構築に関する
研究

小林　正夫 小児科 4,400,000

補
　
委

厚生労働省・広島県・広島市

慢性皮膚粘膜カンジダ症の新規責任遺伝子の同定とSTAT1異常に伴う分子病態
の解析

岡田　賢 小児科 3,400,000

補
　
委

文部科学省科学研究費補助金

ELISA法によるﾋﾄ汗抗原特異的IgEの測定と臨床応用 秀　道広 皮膚科 1,700,000

補
　
委

独立行政法人科学技術振興機構

慢性蕁麻疹の病態における組織因子の発現機序の解析 森桶　聡 皮膚科 1,600,000

補
　
委

文部科学省科学研究費補助金

磁性化骨髄間葉系細胞の磁気ターゲティングによる骨・軟骨再生 越智　光夫 整形外科 14,560,000

補
　
委

独立行政法人科学技術振興機構

miRNAを含むｴｸｿｿｰﾑを用いた骨腫瘍治療への応用 久保　忠彦 整形外科 1,500,000

補
　
委

文部科学省科学研究費補助金

運動器損傷に対する血管新生および組織特異的マイクロRNAによる新規治療開
発

越智　光夫 整形外科 5,500,000

補
　
委

文部科学省科学研究費補助金

新規細胞間コミュニケーション因子であるエクソソームによる組織再生機構の解明 越智　光夫 整形外科 17,200,000

補
　
委

文部科学省科学研究費補助金

脳科学的根拠のある利き手・非利き手別リハビリテーションプログラムの開発 中西　一義 整形外科 800,000

補
　
委

文部科学省科学研究費補助金

脳磁図を用いた運動、感覚障害の客観的評価法の開発 中西　一義 整形外科 500,000

補
　
委

文部科学省科学研究費補助金

分泌型ｍｉｃｒｏＲＮＡによる運動器疾患への治療戦略 越智　光夫 整形外科 3,200,000

補
　
委

文部科学省科学研究費補助金

ヒト脂肪組織由来幹細胞を用いた新たな骨格筋再生療法の開発 横田　和典 形成外科 1,100,000

補
　
委

文部科学省科学研究費補助金

有限要素法モデルによる前胸部ケロイドの生体力学解析 宮本　純平 形成外科 1,000,000

補
　
委

文部科学省科学研究費補助金

リアノジン受容体が関連する先天性筋疾患が悪性高熱症を発症する可能性 原木　俊明 麻酔科 900,000

補
　
委

文部科学省科学研究費補助金

各種腎臓疾患における無血清培地を用いた間葉系幹細胞の治療効果：臨床応
用を目指して

上野　敏憲 腎臓内科 1,800,000

補
　
委

文部科学省科学研究費補助金

ヒト末梢血CD133陽性細胞移植を用いた新たな勃起不全治療アプローチの開発 井上　省吾 泌尿器科 1,400,000

補
　
委

文部科学省科学研究費補助金

ﾒﾀﾎﾞﾘｯｸ症候群と前立腺癌に関与するFGFの分子機構解明と新たな治療戦略確
立

井上　省吾 泌尿器科 1,500,000

補
　
委

文部科学省科学研究費補助金

前立腺癌の神経内分泌分化に関わる新規ﾊﾞｲｵﾏｰｶｰの同定と診断・治療への応
用

井上　省吾 泌尿器科 1,200,000

補
　
委

文部科学省科学研究費補助金

産婦人科専門医育成プログラム 工藤　美樹 産科婦人科 1,400,000

補
　
委

財団法人広島県地域保健医療推進機
構

小児放射線診断の最適化に関する研究 谷　千尋 放射線診断科 1,000,000

補
　
委

独立行政法人国立成育医療研究セン
ター

新しい革新的な診断法の開発のための研究 粟井　和夫 放射線診断科 500,000

補
　
委

独立行政法人国立がん研究センター

６４列検出器ＣＴを用いた海綿骨骨梁構造解析による骨粗鬆症性脊椎骨折のリス
ク評価

高須　深雪 放射線診断科 300,000

補
　
委

文部科学省科学研究費補助金

小計２５
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産休・育休中の女性皮膚科医による在宅・僻地皮膚診療支援 横林　賢一 総合内科・総合診療科 700,000

補
　
委

文部科学省科学研究費補助金

ｶﾞﾄﾞｷｾﾄ酸ﾅﾄﾘｳﾑ造影肝MRIにおける抗癌剤の腫瘍描出能への検討 中村　優子 放射線診断科 500,000

補
　
委

文部科学省科学研究費補助金

異時相画像ﾃﾞｰﾀおよび非剛体変形統合法を用いた低線量冠動脈CTの開発 立神　史稔 放射線診断科 1,300,000

補
　
委

文部科学省科学研究費補助金

低線量多時相　Dual　Energy　CT　による尿路系腫瘍検出能の改善 本田　有紀子 放射線診断科 1,000,000

補
　
委

文部科学省科学研究費補助金

中国・四国高度がんプロ養成基盤プログラム 永田　靖 放射線治療科 12,542,000

補
　
委

文部科学省

肺・肝腫瘍に対する機能画像を用いた高精度放射線治療法の開発 木村　智樹 放射線治療科 1,700,000

補
　
委

独立行政法人科学技術振興機構

放射線治療を含む標準治療確立のための多施設共同研究 永田　靖 放射線治療科 700,000

補
　
委

独立行政法人国立がん研究センター

ATRX/DRXX遺伝子変異による神経芽腫のテロメア伸長機序と臨床応用 鬼武　美幸 小児外科 1,700,000

補
　
委

文部科学省科学研究費補助金

小児期の放射線、化学療法がもたらすゲノム異常と遺伝的影響に関する検討 鬼武　美幸 小児外科 2,900,000

補
　
委

文部科学省科学研究費補助金

特発性肺線維症急性増悪の人種差に着眼した病態解明と新規バイオマーカー開
発

大下　慎一郎 高度救命救急センター 900,000

補
　
委

文部科学省科学研究費補助金

治療効果予測システムの開発 杉山　一彦 がん化学療法科 1,000,000

補
　
委

文部科学省科学研究費補助金

ECによる心血管イベント抑制効果の詳細な分子機序の解明と生体における作用
の検討

永安　慎太郎 歯科保存診療科 1,100,000

補
　
委

文部科学省科学研究費補助金

Wntｼｸﾞﾅﾙを標的とした生体由来成分を用いた直接覆髄材の開発 藤井　理史 歯科保存診療科 2,200,000

補
　
委

文部科学省科学研究費補助金

多毛症を合併した先天性歯肉増殖症の病態解析 荒川　真 歯科保存診療科 100,000

補
　
委

文部科学省科学研究費補助金

尿素を用いた光感受性試薬の開発－ｴﾙﾋﾞｳﾑﾔｸﾞﾚｰｻﾞｰ併用による歯周治療の確
立

峯岡　茜 歯科保存診療科 1,200,000

補
　
委

文部科学省科学研究費補助金

ｲﾙｿｸﾞﾗｼﾞﾝﾏﾚｲﾝ酸による歯肉上皮細胞機能の分子制御ﾒｶﾆｽﾞﾑの解明 藤田　剛 歯周診療科 1,400,000

補
　
委

文部科学省科学研究費補助金

ペリオスチンに着目した歯周病分子標的予防法の開発に関する基礎的研究 藤田　剛 歯周診療科 1,200,000

補
　
委

文部科学省科学研究費補助金

ホモ接合ハプロタイプ法による侵襲性歯周炎の疾患関連遺伝子同定 岩田　倫幸 歯周診療科 1,100,000

補
　
委

文部科学省科学研究費補助金

形態付与可能な再生3要素複合体ﾋﾞｰｽﾞの重度破壊歯周組織再生における有用
性

藤田　剛 歯周診療科 1,400,000

補
　
委

文部科学省科学研究費補助金

骨髄間葉系幹細胞からｾﾒﾝﾄ芽細胞への分化誘導と象牙質面へのｾﾒﾝﾄ質形成
誘導

栗原　英見 歯周診療科 4,200,000

補
　
委

文部科学省科学研究費補助金

低分子リガンドによるTrkBトランスアクチベーションを用いた歯周組織再生療法開
発

加治屋　幹人 歯周診療科 1,100,000

補
　
委

文部科学省科学研究費補助金

脳由来神経栄養因子による歯周組織再生における歯肉上皮侵入阻害ﾒｶﾆｽﾞﾑの
解明

松田　真司 歯周診療科 1,700,000

補
　
委

文部科学省科学研究費補助金

E-ｶﾄﾞﾍﾘﾝのﾌﾟﾛｾｼﾝｸﾞ抑制による口腔癌の浸潤・転移阻止療法に関する研究 林堂　安貴 顎・口腔外科 3,800,000

補
　
委

文部科学省科学研究費補助金

HBp17／FGFBP蛋白を標的とした口腔癌の分子標的診断・治療法の開発研究 林堂　安貴 顎・口腔外科 2,300,000

補
　
委

文部科学省科学研究費補助金

NK細胞活性化受容体ﾘｶﾞﾝﾄﾞをﾀｰｹﾞｯﾄとした口腔癌に対する個別化治療の開発 谷　亮治 顎・口腔外科 1,000,000

補
　
委

文部科学省科学研究費補助金

ヒト骨髄由来間葉系幹細胞を用いた安全・安心な細胞治療を行うための基盤整備
研究

岡本　康正 顎・口腔外科 1,100,000

補
　
委

文部科学省科学研究費補助金

小計２５
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産休・育休中の女性皮膚科医による在宅・僻地皮膚診療支援 横林　賢一 総合内科・総合診療科 700,000

補
　
委

文部科学省科学研究費補助金

遺伝性顎口腔疾患特異的ヒトiPS細胞の無血清・無フィーダーでの樹立と発症機
序研究

山崎　佐知子 顎・口腔外科 1,100,000

補
　
委

文部科学省科学研究費補助金

口腔癌幹細胞ﾆｯﾁにおけるｻｲﾄｶｲﾝﾈｯﾄﾜｰｸの解明とその診断・治療への応用 林堂　安貴 顎・口腔外科 3,600,000

補
　
委

文部科学省科学研究費補助金

口腔癌細胞自身が発現するVEGF受容体ｼｸﾞﾅﾙを標的とした新しい治療法の開
発研究

林堂　安貴 顎・口腔外科 1,100,000

補
　
委

文部科学省科学研究費補助金

口腔癌転移を制御する細胞接着因子を標的にした核酸医薬のデリバリーシステム
の開発

林堂　安貴 顎・口腔外科 900,000

補
　
委

文部科学省科学研究費補助金

無血清培養系を用いた口腔扁平上皮癌におけるSP細胞の分子・生物学的特性
解析

伊藤　翼 顎・口腔外科 2,100,000

補
　
委

文部科学省科学研究費補助金

無血清胚様体培養系を用いた顎顔面遺伝性疾患由来ヒトiPS細胞の分化能解析 鍋島　巧 顎・口腔外科 1,600,000

補
　
委

文部科学省科学研究費補助金

ビスフォスフォネート関連顎骨壊死に関与する遺伝子の機能解析 中川　貴之 口腔顎顔面再建外科 1,700,000

補
　
委

文部科学省科学研究費補助金

ヒト唾液腺腫瘍におけるＲＨＡＭＭ遺伝子の発現及び機能解析 東川　晃一郎 口腔顎顔面再建外科 900,000

補
　
委

文部科学省科学研究費補助金

顎骨骨幹異形成症ﾓﾃﾞﾙﾏｳｽの構築 藤本　伸一 口腔顎顔面再建外科 300,000

補
　
委

文部科学省科学研究費補助金

口腔癌のEMTを介した局所浸潤機構の解明 東川　晃一郎 口腔顎顔面再建外科 2,700,000

補
　
委

文部科学省科学研究費補助金

口腔癌の浸潤における細胞間相互作用の解明 島末　洋 口腔顎顔面再建外科 1,600,000

補
　
委

文部科学省科学研究費補助金

口腔扁平上皮癌の高度悪性化に関与するサイトカイン誘導性EMTの解析 奥井　岳 口腔顎顔面再建外科 1,300,000

補
　
委

文部科学省科学研究費補助金

骨伝導性と破骨細胞吸収性を併せ持つ高機能型ＧＢＲ複合膜の開発 太田　耕司 口腔顎顔面再建外科 1,300,000

補
　
委

文部科学省科学研究費補助金

神経ペプチドの新規機能の解明と炎症性口腔粘膜疾患への治療応用 太田　耕司 口腔顎顔面再建外科 1,200,000

補
　
委

文部科学省科学研究費補助金

多孔質セラミックスにおける骨形成メカニズムの解明と臨床応用への基礎的研究 多田　美里 口腔顎顔面再建外科 1,400,000

補
　
委

文部科学省科学研究費補助金

薬物徐放制御能を有するハイブリッド生体材料の開発 中川　貴之 口腔顎顔面再建外科 1,200,000

補
　
委

文部科学省科学研究費補助金

舌圧測定・トレーニング一体型デバイスの開発 津賀　一弘 口腔インプラント診療科 346,500

補
　
委

広島県

NF-κBデコイをバイオプロセシングした新しい核酸医薬型人工骨の創製 久保　隆靖 口腔インプラント診療科 4,300,000

補
　
委

文部科学省科学研究費補助金

骨強度を指標とするインプラント即時荷重診断システムの新開発 日浅　恭 口腔インプラント診療科 1,100,000

補
　
委

文部科学省科学研究費補助金

紫外線によるｱﾊﾟﾀｲﾄの高機能ﾅﾉﾊﾞｲｵ界面制御法の開発 阿部　泰彦 口腔インプラント診療科 1,200,000

補
　
委

文部科学省科学研究費補助金

認知症高齢者の簡易口腔機能定量検査の開発 日浅　恭 口腔インプラント診療科 1,500,000

補
　
委

文部科学省科学研究費補助金

臨床データ・プロセシングに基づいた残存歯咬合支持能力の簡易診断システムの
開発

阿部　泰彦 口腔インプラント診療科 1,100,000

補
　
委

文部科学省科学研究費補助金

ﾊﾞｲｵﾌﾟﾛｾｼﾝｸﾞを用いる機能性ｲﾝﾃﾘｼﾞｪﾝﾄ複合ｲﾝﾌﾟﾗﾝﾄの新開発 森田　晃司 咬合・義歯診療科 1,600,000

補
　
委

文部科学省科学研究費補助金

高付加型ﾎﾟﾘﾘﾝ酸を用いたｲﾝﾌﾟﾗﾝﾄ周囲炎骨欠損に対する再生療法 森田　晃司 咬合・義歯診療科 1,800,000

補
　
委

文部科学省科学研究費補助金

骨質イノベーションを達成するポリリン酸のバイオアクティブ効果 森田　晃司 咬合・義歯診療科 1,600,000

補
　
委

文部科学省科学研究費補助金

小計２５
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産休・育休中の女性皮膚科医による在宅・僻地皮膚診療支援 横林　賢一 総合内科・総合診療科 700,000

補
　
委

文部科学省科学研究費補助金

在宅歯科診療に適した自浄作用を有する高耐久性ﾃｨｯｼｭｺﾝﾃﾞｨｼｮﾅｰの開発 柄　博紀 咬合・義歯診療科 1,200,000

補
　
委

文部科学省科学研究費補助金

睡眠時・覚醒時ブラキシズムと心理社会的因子およびTMDの共分散構造分析 安部倉　仁 咬合・義歯診療科 1,900,000

補
　
委

文部科学省科学研究費補助金

無歯顎者に応用する単独インプラント支持オーバーデンチャーの治療指針の作
成

森田　晃司 咬合・義歯診療科 1,200,000

補
　
委

文部科学省科学研究費補助金

ｱﾒﾛﾌﾞﾗｽﾁﾝによる歯根象牙質の形成促進機構の解明と歯根吸収治療への応用 廣瀬　尚人 矯正歯科 1,700,000

補
　
委

文部科学省科学研究費補助金

間葉系幹細胞移植による骨再生技術の最適化と顎裂閉鎖治療への応用 谷本　幸太郎 矯正歯科 800,000

補
　
委

文部科学省科学研究費補助金

機能性アメロゲニンペプチドによる歯周組織代謝活性機構の解明と歯根吸収予
防への応用

吉見　友希 矯正歯科 1,100,000

補
　
委

文部科学省科学研究費補助金

血管誘導能に優れた未分化間葉系幹細胞の骨再生技術の確立と顎裂閉鎖治療
への展開

鷲見　圭輔 矯正歯科 1,100,000

補
　
委

文部科学省科学研究費補助金

潤滑機能蛋白SZPの発現調節機構の解明と顎関節症に対する新規治療薬の開
発

光吉　智美 矯正歯科 700,000

補
　
委

文部科学省科学研究費補助金

睡眠時無呼吸症候群における新しい口腔内装置の包括的臨床展開 上田　宏 矯正歯科 900,000

補
　
委

文部科学省科学研究費補助金

変形性顎関節症における間接潤滑能の改善と軟骨修復・再生の有用性 國松　亮 矯正歯科 2,700,000

補
　
委

文部科学省科学研究費補助金

咬合刺激が歯周組織の血管動態および歯根吸収発現に及ぼす影響の解明 本川　雅英 矯正歯科 1,500,000

補
　
委

文部科学省科学研究費補助金

医療現場のデータを用いた「配慮表現」の分析手法に関する研究 小川　哲次 口腔総合診療科 900,000

補
　
委

文部科学省科学研究費補助金

う蝕原因菌を特異的に溶解する新規溶菌酵素Ａｍｌの作用メカニズムの解明 小原　勝 歯科診療所 700,000

補
　
委

文部科学省科学研究費補助金

F-spondinによる歯槽骨吸収抑制に関する検討 北川　雅恵 口腔検査センター 1,900,000

補
　
委

文部科学省科学研究費補助金

ﾘﾎﾟｿｰﾑ化ﾗｸﾄﾌｪﾘﾝを用いた新規慢性関節ﾘｳﾏﾁ予防法の開発 北川　雅恵 口腔検査センター 1,200,000

補
　
委

文部科学省科学研究費補助金

海洋生物由来生理活性物質の探索と口腔癌幹細胞をターゲットとした分子標的
薬への応用

新谷　智章 口腔検査センター 1,200,000

補
　
委

文部科学省科学研究費補助金

唾液腺腫瘍の生物学的態度に関わる因子の病理学的、分子生物学的解析 北川　雅恵 口腔検査センター 1,200,000

補
　
委

文部科学省科学研究費補助金

膝関節回施角度計の開発－膝前十字靭帯損傷による回施不安定性の精密計測
－

木村　浩彰 リハビリテーション科 400,000

補
　
委

文部科学省科学研究費補助金

変形性膝関節症の疼痛はラテラルスラストが要因か？疼痛を予防する新型装具の
開発

木村　浩彰 リハビリテーション科 2,000,000

補
　
委

文部科学省科学研究費補助金

アンギオテンシンⅡ代謝産物によるアルドステロン分泌制御機構の研究 沖　健司 医療安全管理部 1,100,000

補
　
委

文部科学省科学研究費補助金

病院患者用備蓄特別非常食品の研究開発 岡　壽子 栄養管理部 570,000

補
　
委

経済産業省

ﾋﾄ肝細胞の新生児医療応用への基礎研究 大野　令央義 周産母子センター 1,300,000

補
　
委

文部科学省科学研究費補助金

過疎高齢化が進む地域での住民参加型ﾎﾟﾋﾟｭﾚｰｼｮﾝ・ﾍﾙｽ・ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄの展開 貞森　拓磨 集中治療部 1,100,000

補
　
委

文部科学省科学研究費補助金

高度急性期医療を支援する医療人教育モデル 伊藤　義広 診療支援部 12,240,000

補
　
委

文部科学省

機能的MRIを用いた膝前十字靭帯損傷患者の大脳固有感覚ﾈｯﾄﾜｰｸ再構築の研
究

平田　和彦 診療支援部 600,000

補
　
委

文部科学省科学研究費補助金

小計２５
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産休・育休中の女性皮膚科医による在宅・僻地皮膚診療支援 横林　賢一 総合内科・総合診療科 700,000

補
　
委

文部科学省科学研究費補助金

人工呼吸器装着患者へのリハビリテーション展開に必要な新たな酸化ストレス指
標の確立

對東　俊介 診療支援部 700,000

補
　
委

文部科学省科学研究費補助金

胃ＳＭ癌の術前転移予測と分子病理マーカーによる新たな内視鏡的根治判定基
準の開発

岡　志郎 内視鏡診療科 600,000

補
　
委

文部科学省科学研究費補助金

骨髄間葉系幹細胞の大腸癌増殖促進機構におけるﾒﾀﾛﾁｵﾈｲﾝの重要性に関す
る研究

品川　慶 内視鏡診療科 1,900,000

補
　
委

文部科学省科学研究費補助金

消化管内視鏡画像解析による客観的指標の構築と診断支援ｼｽﾃﾑへの応用 吉田　成人 内視鏡診療科 1,000,000

補
　
委

文部科学省科学研究費補助金

腫瘍の血管新生密度分布計測技術の研究 有廣　光司 病理診断科 8,000,000

補
　
委

文部科学省科学研究費補助金

子宮筋腫に対する凍結療法における画像診断学及び組織学的検討 吉松　梨香 放射線部 2,300,000

補
　
委

文部科学省科学研究費補助金

Bach1により制御される関節軟骨保護機構の解明とZFPによる新規治療法の開発 味八木  茂 未来医療センター 1,800,000

補
　
委

文部科学省科学研究費補助金

iPS細胞バンクを利用した緊急被ばく対応システムの構築 中島　歩 未来医療センター 900,000

補
　
委

文部科学省科学研究費補助金

脱細胞化組織と末梢血単核球およびﾏｲｸﾛRNAを用いた関節軟骨再生 亀井　直輔 未来医療センター 1,300,000

補
　
委

文部科学省科学研究費補助金

変形性関節症における新規関節内ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ因子としての分泌ﾏｲｸﾛRNA 味八木　茂 未来医療センター 6,800,000

補
　
委

文部科学省科学研究費補助金

中国・四国ブロックエイズ医療システム構築に関する調査研究 藤井　輝久 輸血部 14,000,000

補
　
委

厚生労働省 小計１１
総合計１６１

(注)  1   国、地方公共団体又は公益法人から補助金の交付又は委託を受け、当該医療機関に所属する医師等が申 
          請の前年度に行った研究のうち、高度の医療技 術の開発及び評価に資するものと判断される主なものを記入 
          すること。 
        2   「研究者氏名」欄は、1つの研究について研究者が複数いる場合には、主たる研究者の氏名を記入すること。 
        3   「補助元又は委託元」欄は、補助の場合は「補」に、委託の場合は「委」に、○印をつけた上で、補助元又は 
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(1)高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象となる論文

番号 発表者氏名 発表者の所属 題名 雑誌名

1

Aoki T, Nishikawa R, Sugiyama K, Nonoguchi N,
Kawabata N, Mishima K, Adachi J, Kurisu K,
Yamasaki F, Tominaga T, Kumabe T, Ueki K,
Higuchi F, Yamamoto T, Ishikawa E, Takeshima
H, Yamashita S, Arita K, Hirano H, Yamada S,
Matsutani M

脳神経外科
A multicenter phase I/II study of the BCNU implant (Gliadel(®) Wafer) for
Japanese patients with malignant gliomas.

Neurol Med Chir (Tokyo).
2014;54(4):290-301. Epub
2013 Nov 29.

2
Murakami T, Hama S, Yamashita H, Onoda K,
Hibino S, Sato H, Ogawa S, Yamawaki S, Kurisu
K.

脳神経外科 Neuroanatomic pathway associated with attentional deficits after stroke.

Brain Res. 2014 Jan
28;1544:25-32. doi:
10.1016/j.brainres.2013.11.02
9. Epub 2013 Dec 7.

3

Aoki T, Nishikawa R, Sugiyama K, Nonoguchi N,
Kawabata N, Mishima K, Adachi JI, Kurisu K,
Yamasaki F, Tominaga T, Kumabe T, Ueki K,
Higuchi F, Yamamoto T, Ishikawa E, Takeshima
H, Yamashita S, Arita K, Hirano H, Yamada S,
Matsutani M.

脳神経外科
A Multicenter Phase I/II Study of the BCNU Implant (Gliadel<sup>®</sup>
Wafer) for Japanese Patients with Malignant Gliomas.

Neurol Med Chir (Tokyo). 2013
Nov 29.

4
Kinoshita Y, Tominaga A, Saitoh T, Usui S,
Takayasu T, Arita K, Sakoguchi T, Sugiyama K,
Kurisu K.

脳神経外科 Postoperative fever specific to neuroendoscopic procedures. Neurosurg Rev. 2013 Nov 14.

5 Kinoshita Y, Tominaga A, Usui S, Arita K,
Sugiyama K, Kurisu K.

脳神経外科
Impact of subclinical haemorrhage on the pituitary gland in patients with
pituitary adenomas.

Clin Endocrinol (Oxf). 2014
May;80(5):720-5. doi:
10.1111/cen.12349. Epub
2013 Nov 9.

6
Kagawa K, Iida K, Kakita A, Katagiri M, Nishimoto
T, Hashizume A, Kiura Y, Hanaya R, Sugiyama K,
Arihiro K, Arita K, Kurisu K.

脳神経外科
Electrocorticographic-histopathologic correlations implying epileptogenicity of
dysembryoplastic neuroepithelial tumor.

Neurol Med Chir (Tokyo).
2013;53(10):676-87. Epub
2013 Sep 27.

7
Sakamoto S, Kiura Y, Kajihara Y, Shibukawa M,
Okazaki T, Matsushige T, Shinagawa K, Mukada
K, Kurisu K.

脳神経外科
Carotid artery stenting using the proximal or dual protection method for near
occlusion of the cervical internal carotid artery.

Neurosurg Rev. 2013
Oct;36(4):551-7; discussion
557-8. doi: 10.1007/s10143-
013-0481-y. Epub 2013 Jun
21.

8 Murakami T, Hama S, Yamashita H, Onoda K,
Kobayashi M, Kanazawa J, Yamawaki S, Kurisu K.

脳神経外科
Neuroanatomic pathways associated with poststroke affective and apathetic
depression.

Am J Geriatr Psychiatry. 2013
Sep;21(9):840-7. doi:
10.1016/j.jagp.2013.01.057.
Epub 2013 Feb 6.

9 Kinoshita Y, Tominaga A, Usui S, Kurisu K. 脳神経外科 A Rathke's cleft cyst located entirely in the anterior pituitary lobe.

Acta Neurochir (Wien). 2013
Jun;155(6):1085-6. doi:
10.1007/s00701-013-1666-4.
Epub 2013 Mar 12. No abstract
available.

10
Matsushige T, Kiura Y, Sakamoto S, Okazaki T,
Shinagawa K, Ichinose N, Takasu M, Akiyama Y,
Sugiyama K, Kurisu K.

脳神経外科
Multiple antiplatelet therapy contributes to the reversible high signal spots on
diffusion-weighted imaging in elective coiling of unruptured cerebral aneurysm.

Neuroradiology. 2013
Mar;55(4):449-57. doi:
10.1007/s00234-013-1137-x.
Epub 2013 Jan 12.
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11 Sadatomo T, Yuki K, Migita K, Imada Y, Kuwabara
M, Kurisu K.

脳神経外科
Differences between middle cerebral artery bifurcations with normal anatomy and
those with aneurysms.

Neurosurg Rev. 2013
Jul;36(3):437-45. doi:
10.1007/s10143-013-0450-5.
Epub 2013 Jan 26.

12 Sakamoto S, Kiura Y, Kajihara Y, Mukada K,
Kurisu K.

脳神経外科
Endovascular stenting of symptomatic innominate artery stenosis under distal
balloon protection of the internal carotid and vertebral artery for cerebral
protection: a technical case report.

Acta Neurochir (Wien). 2013
Feb;155(2):277-80. doi:
10.1007/s00701-012-1586-8.
Epub 2012 Dec 20.

13 Hashimoto N, Hama S, Yamane K, Kurisu K. 脳神経外科
Carotid arterial intraplaque hemorrhage and calcification influences cerebral
hemodynamics.

Neurosurg Rev. 2013
Jul;36(3):421-7. doi:
10.1007/s10143-012-0445-7.
Epub 2012 Dec 14.

14
Yamaguchi S, Takeda M, Mitsuhara T, Kajihara S,
Mukada K, Eguchi K, Kajihara Y, Takemoto K,
Sugiyama K, Kurisu K.

脳神経外科
Application of 4D-CTA using 320-row area detector computed tomography on
spinal arteriovenous fistulae: initial experience.

Neurosurg Rev. 2013
Apr;36(2):289-96; discussion
296. doi: 10.1007/s10143-
012-0440-z. Epub 2012 Nov
30.

15 Yan HD, Ishihara K, Seki T, Hanaya R, Kurisu K,
Arita K, Serikawa T, Sasa M.

脳神経外科
Inhibitory effects of levetiracetam on the high-voltage-activated L-type Ca²⁺
channels in hippocampal CA3 neurons of spontaneously epileptic rat (SER).

Brain Res Bull. 2013
Jan;90:142-8. doi:
10.1016/j.brainresbull.2012.10
.006. Epub 2012 Oct 27.

16
Saito T, Maruyama T, Muragaki Y, Tanaka M,
Nitta M, Shinoda J, Aki T, Iseki H, Kurisu K,
Okada Y.

脳神経外科
11C-methionine uptake correlates with combined 1p and 19q loss of
heterozygosity in oligodendroglial tumors.

AJNR Am J Neuroradiol. 2013
Jan;34(1):85-91. doi:
10.3174/ajnr.A3173. Epub
2012 Jul 5.

17 Kinoshita Y, Tominaga A, Usui S, Arita K,
Sakoguchi T, Sugiyama K, Kurisu K.

脳神経外科
The arginine and GHRP-2 tests as alternatives to the insulin tolerance test for
the diagnosis of adult GH deficiency in Japanese patients: a comparison.

Endocr J. 2013 Jan
31;60(1):97-105. Epub 2012
Oct 19.

18 Taito S, Domen S, Sekikawa K, Kamikawa N, Oura
K, Kimura T, Takahashi M, Hamada H.

呼吸器内科
Cigarette smoking does not induce plasma or pulmonary oxidative stress after
moderate-intensity exercise.

J Phys Ther Sci 2014
Mar;26(3):413-5. doi:
10.1589/jpts.26.413. Epub
2014 Mar 25.

19 Yokobayashi K, Matsushima M, Watanabe T,
Fujinuma Y, Tazuma S.

総合内科・総合診療科
Prospective cohort study of fever incidence and risk in elderly persons living at
home.

BMJ Open 2014 Jul
9;4(7):e004998. doi:
10.1136/bmjopen-2014-
004998.

20
Tazuma S, Igarashi Y, Inui K, Ohara H,
Tsuyuguchi T, Ryozawa S; The BTI Therapy
Research Group

総合内科・総合診療科
Clinical efficacy of intravenous doripenem in patients with acute biliary tract
infection: a multicenter, randomized, controlled trial with imipenem/cilastatin as
comparator.

J Gastroenterol 2014 May 3
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21

Naito T, Mizooka M, Mitsumoto F, Kanazawa K,
Torikai K, Ohno S, Morita H, Ukimura A, Mishima
N, Otsuka F, Ohyama Y, Nara N, Murakami K,
Mashiba K, Akazawa K, Yamamoto K, Senda S,
Yamanouchi M, Tazuma S, Hayashi J.

総合内科・総合診療科
Diagnostic workup for fever of unknown origin: a multicenter collaborative
retrospective study.

BMJ Open 2013 Dec
20;3(12):e003971. doi:
10.1136/bmjopen-2013-
003971.

22 Tanaka A, Tazuma S, Okazaki K, Tsubouchi H,
Inui K, Takikawa H.

総合内科・総合診療科
Nationwide survey for primary sclerosing cholangitis and IgG4-related sclerosing
cholangitis in Japan.

J Hepatobiliary Pancreat Sci.
2014 Jan;21(1):43-50. doi:
10.1002/jhbp.50. Epub 2013
Oct 29.

23 Tazuma S, Kanno K, Sugiyama A, Kishikawa N. 総合内科・総合診療科
Nutritional factors (nutritional aspects) in biliary disorders: bile acid and lipid
metabolism in gallstone diseases and pancreaticobiliary maljunction.

J Gastroenterol Hepatol  2013
Dec;28 Suppl 4:103-7. doi:
10.1111/jgh.12241.

24
Fujita K, Sugiyama A, Otoshi K, Taogoshi T,
Kimura Y, Kishikawa N, Kodama M, Kanno K,
Kihira K, Tazuma S.

総合内科・総合診療科
Partial characterization of proapoptotic action of biliary deteriorated lipids on
biliary epithelial cells in pancreaticobiliary diseases.

J Hepatobiliary Pancreat Sci.
2014 Mar;21(3):212-8. doi:
10.1002/jhbp.20. Epub 2013
Jul 25.

25 Suzuki Y, Sugiyama M, Inui K, Igarashi Y, Ohara
H, Tazuma S, Tsuji T, Miyakawa H, Atomi Y.

総合内科・総合診療科 Management for pancreatolithiasis: a Japanese multicenter study.

Pancreas.  2013
May;42(4):584-8. doi:
10.1097/MPA.0b013e3182730
8c8.

26 Yokobayashi K, Matsushima M, Fujinuma Y,
Tazuma S.

総合内科・総合診療科
Retrospective cohort study of the incidence and risk of fever in elderly people
living at home: a pragmatic aspect of home medical management in Japan.

Geriatr Gerontol Int 2013
Oct;13(4):887-93. doi:
10.1111/ggi.12024. Epub 2013
Jan 7.

27 Okamoto M, Kanno K, Egi H,Ohdan H, Tazuma S
総合内科・総合診療
科・消化器・移植外科

A case of paraneoplastic syndrome mimicking adult Still's disease caused by
rectal cancer.

J Am Geriatr Soc. 61(7):1243-
1245.

28 Kono T 他 脳神経内科
The association between hyperintense vessel sign and final ischemic lesion differ
in its location.

J Stroke Cerebrovasc Dis 2014
Jul;23(6):1337-43. doi:
10.1016/j.jstrokecerebrovasdis
.2013.11.009. Epub 2014 Jan
11.

29 Matsumoto M 他 脳神経内科
Rivaroxaban versus warfarin in Japanese patients with non-valvular atrial
fibrillation in relation to hypertension: a subgroup analysis of the J-ROCKET AF
trial.

Hypertens Res 2014
May;37(5):457-62. doi:
10.1038/hr.2014.1. Epub 2014
Jan 30.

30 Nakamori M 他 脳神経内科
Molecular markers for granulovacuolar degeneration are present in rimmed
vacuoles.

PLoS One 2013 Nov
28;8(11):e80995. doi:
10.1371/journal.pone.0080995
. eCollection 2013.
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31 Hosomi N 他 脳神経内科 Do RAS inhibitors protect the brain from cerebral ischemic injury?
Curr Hypertens Rev 2013
May;9(2):86-92.

32 Kurashige T 他 脳神経内科
Elevated urinary β2 microglobulin in the first identified Japanese family afflicted
by X-linked myopathy with excessive autophagy.

Neuromuscul Disord  2013
Nov;23(11):911-6. doi:
10.1016/j.nmd.2013.06.003.
Epub 2013 Jul 11.

33 Nezu T 他 脳神経内科
Alpha2-macroglobulin as a promising biomarker for cerebral small vessel disease
in acute ischemic stroke patients.

J Neurol 2013
Oct;260(10):2642-9. doi:
10.1007/s00415-013-7040-x.
Epub 2013 Jul 23.

34 Sugimoto T 他 脳神経内科
Ultrasonographic reference sizes of the median and ulnar nerves and the cervical
nerve roots in healthy Japanese adults.

Ultrasound Med Biol 2013
Sep;39(9):1560-70. doi:
10.1016/j.ultrasmedbio.2013.0
3.031. Epub 2013 Jul 3.

35 Sugimoto T 他 脳神経内科

Ultrasonographic nerve enlargement of the median and ulnar nerves and the
cervical nerve roots in patients with demyelinating Charcot-Marie-Tooth
disease: distinction from patients with chronic inflammatory demyelinating
polyneuropathy.

J Neurol 2013
Oct;260(10):2580-7. doi:
10.1007/s00415-013-7021-0.
Epub 2013 Jul 3.

36 Nishikawa T 他 脳神経内科
Phosphatidylinositol-4,5-bisphosphate is enriched in granulovacuolar
degeneration bodies and neurofibrillary tangles.

Neuropathol Appl Neurobiol
2014 Jun;40(4):489-501. doi:
10.1111/nan.12056.

37 Takeda I 他 脳神経内科
Fiber type-specific expression of low-density lipoprotein receptor-related
protein 6 in human skeletal muscles.

Pathobiology 2014;81(2):94-9.
doi: 10.1159/000357238. Epub
2014 Jan 23.

38 Fujii H 他 脳神経内科
Dural arteriovenous fistula presenting with progressive dementia and
parkinsonism.

BMJ Case Rep  2014 Jun
2;2014. pii: bcr2014203921.
doi: 10.1136/bcr-2014-
203921.

39 Morimoto A 他 脳神経内科
Ineffective mefloquine therapy in progressive multifocal leukoencephalopathy
complicated with malignant lymphoma: finding and usefulness of susceptibility-
weighted imaging

Rinsho Shinkeigaku
2013;53(10):843-7.

40 Yoshimura Y, Okamoto Y, Onoda K, Okada G,
Toki S, Yoshino A, Yamashita H, Yamawaki S.

精神科
Psychosocial functioning is correlated with activation in the anterior cingulate
cortex and left lateral prefrontal cortex during a verbal fluency task in euthymic
bipolar disorder: a preliminary fMRI study.

Psychiatry Clin Neurosci.
68(3):188-196, 2014.
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41

Okada S, Morinobu S, Fuchikami M, Segawa M,
Yokomaku K, Kataoka T, Okamoto Y, Yamawaki
S, Inoue T, Kusumi I, Koyama T, Tsuchiyama K,
Terao T, Kokubo Y, Mimura M.

精神科
The potential of SLC6A4 gene methylation analysis for the diagnosis and
treatment of major depression.

J Psychiatr Res. 53:47-53,
2014.

42

Yoshino A, Okamoto Y, Kunisato Y, Yoshimura S,
Jinnin R, Hayashi Y, Kobayakawa M, Doi M,
Oshita K, Nakamura R, Tanaka K, Yamashita H,
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(注)

5　平成二十六年度中の業務報告において当該実績が七十件未満の場合には、平成二十六年度の改正前の基準による実績についても報告すること。

1　当該特定機能病院に所属する医師等が申請の前年度に発表した英語論文のうち、高度の医療技術の開発および評価に資するものと判断されるものを七十件以上記入すること。七十件
以上発表を行っている場合には、七十件のみを記載するのではなく、合理的な範囲で可能な限り記載すること。

2　報告の対象とするのは、筆頭著者の所属先が当該特定機能病院である論文であり、査読のある学術雑誌に掲載されたものに限るものであること。ただし、実態上、当該特定機能病院を
附属している大学の講座等と当該特定機能病院の診療科が同一の組織として活動を行っている場合においては、筆頭著者の所属先が大学の当該講座等であっても、論文の数の算定対象
に含めるものであること（筆頭著者が当該特定機能病院に所属している場合に限る）。

3　「発表者の所属」については、論文に記載されている所属先をすべて記載すること。

4　「雑誌名」欄には、「雑誌名」「巻数・号数」「該当ページ」「出版年」について記載すること。
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(様式第 3) 

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類 

 

3 高度の医療技術の開発及び評価の実施体制 

(1)倫理審査委員会の開催状況 

① 倫理審査委員会の設置状況 ○有・無 

② 倫理審査委員会の手順書の整備状況 ○有・無 

・ 手順書の主な内容 

      組織、会議、予備審査部会、迅速審査、委員会事務局、記録の保存 

③ 倫理審査委員会の開催状況 年 13 回 

（注） 1 倫理審査委員会については、「臨床研究に関する倫理指針」に定める構成である場合に

「有」に○印を付けること。 

    2 「③倫理審査委員会の開催状況」に係る報告については、平成二十六年度中の業務報告

において開催実績が無い場合には、平成二十六年四月以降の実績を報告しても差し支えな

いこと（その場合には、その旨を明らかとすること）。  

 

(2)利益相反を管理するための措置 

① 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員

会の設置状況 

○有・無 

② 利益相反の管理に関する規定の整備状況 ○有・無 

・ 規定の主な内容 

本学の職員等が臨床研究に係る産学官連携活動等を行う場合における利益相反を適正に管

理するために必要な事項を定めている。具体的には、臨床研究利益相反管理委員会や相談室

の設置、アドバイザーの配置、臨床研究を実施しようとする職員等による自己申告、同委員

会による調査、審査及びその他必要な手続きなどを定めている。 

③ 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員

会の開催状況 

年 12 回 

（注）「③利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員会の開催状況」に係る

報告については、平成二十六年度中の業務報告において開催実績が無い場合には、平成二十六

年四月以降の実績を報告しても差し支えないこと（その場合には、その旨を明らかとすること）。 

 

(3)臨床研究の倫理に関する講習等の実施 

① 臨床研究の倫理に関する講習等の実施状況 年 3 回 

 ・研修の主な内容 

「臨床研究に関する倫理指針」に該当する自主臨床試験の範疇、本学における審査の流れ、臨

床試験開始後の注意点、多施設共同研究を行う際の注意点、今後の動向について 

（注）「①臨床研究の倫理に関する講習等の実施状況」に係る報告については、平成二十六年度中

の業務報告において実施実績が無い場合には、平成二十六年四月以降の実績を報告しても差し

支えないこと（その場合には、その旨を明らかとすること）。 



 

(様式第 4) 

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類 

 

1 研修の内容 

 

 

 

 

（「1 研修の内容」，「3 研修統括者」については，各診療科ごとに作成：別紙のとおり） 

 

 

 

 

 

 

2 研修の実績 

  研 修 医 の 人 数         111 人 

（注）前年度の研修医の実績を記入すること。 

 

3 研修統括者 

研修統括者氏名 診 療 科 役 職  等 臨床経験年数 特 記 事 項        

               年  

               年  

               年  

               年  

               年  

               年  

               年  

               年  

               年  

               年  

               年  

               年  

               年  

               年  

               年  

               年  

               年  

               年  

               年  

               年  

               年  

(注) 1 医療法施行規則第六条の四第一項又は第四項の規定により、標榜を行うこととされている

診療科については、必ず記載すること。 

(注) 2 内科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 

(注) 3 外科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 



 
 

(様式第 5) 
診療並びに病院の管理及び運営に関する諸記録の管理方法に関する書類 

 
計画・現状の別 １．計画    ２．現状  
管理責任者氏名 病院長 茶山 一彰 

  管理担当者氏名 病院総務Ｇリーダー 三分一 恒男，病院医事Ｇリーダー 善村 浩之 
 
   保 管 場 所       管 理  方  法 
 診療に関する諸記録 
   病院日誌、各科診療日誌、処方せん、 
   手術記録、看護記録、検査所見記録、 
   エックス線写真、紹介状、退院した患 
   者に係る入院期間中の診療経過の要約
  及び入院診療計画書 

 
総務グループ 
病歴管理セン
ター 
 
 

カルテは，１患者１カルテで病歴管
理センターで保管管理し，エックス
線写真は，各診療科で保存管理して
いる。 
 
 

 病院の管理 
 及び運営に 
 関する諸記 
 録 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 従業者数を明らかにする帳
簿 

総務グループ 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 高度の医療の提供の実績 医事グループ 
 高度の医療技術の開発及び 
 評価の実績 

医事グループ 
 

 高度の医療の研修の実績 総務グループ 
 閲覧実績 総務グループ 
 紹介患者に対する医療提供 
 の実績 

医事グループ 
 

 入院患者数、外来患者及び 
 調剤の数を明らかにする帳
簿 

医事グループ 
薬剤部 
 

第規
一則 
号第 
に一 
掲条 
げの 
る十 
体一 
制第 
の一 
確項 
保各 
の号 
状及 
況び 
 第 
 九 
 条 
 の 
  二 
  十 
  第 
  一 
  項 
 
 
 

 医療に係る安全管理
のための指針の整備状
況 

各診療科 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 医療に係る安全管理
のための委員会の開催
状況  

医療安全管理部 
 
 

 医療に係る安全管理
のための職員研修の実
施状況 

医療安全管理部 
 
 

 医療機関内における
事故報告等の医療に係
る安全の確保を目的と
した改善のための方策
の状況 

医療安全管理部 
 
 
 
 

 専任の医療に係る安
全管理を行う者の配置
状況 

医療安全管理部 
 
 

 専任の院内感染対策
を行う者の配置状況  

医療安全管理部 
 

医療に係る安全管理を
行う部門の設置状況 

医療安全管理部 
 

 当該病院内に患者か
らの安全管理に係る相
談に適切に応じる体制
の確保状況 
 
 

患者支援セン
ター 
 
 
 
 



 
 

 
   保 管 場 所       管 理  方  法 
 病院の管理 
 及び運営に 
 関する諸記 
 録 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 規
 則 
 第 
 一 
 条 
 の 
 十 
 一 
 第 
 一 
 項 
 各 
 号 
 及 
 び 
 第 
 九 
 条 
 の 
 二
 十 
 三 
  第 
  一 
  項 
  第 
 一 
 号 
 に 
  掲 
  げ 
  る 
  体 
  制 
  の 
  確 
  保 
  の 
  状 
  況 
 
 
 
 

 院内感染のための指
針の策定状況 

医療安全管理部 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 院内感染対策のため
の委員会の開催状況  

医療安全管理部 
 

 従業者に対する院内
感染対策のための研修
の実施状況  

医療安全管理部 
 
 

 感染症の発生状況の
報告その他の院内感染
対策の推進を目的とし
た改善のための方策の
実施状況  

医療安全管理部 
 
 
 
 

 医薬品の使用に係る
安全な管理のための責
任者の配置状況  

薬剤部 
 
 

 従業者に対する医薬
品の安全使用のための
研修の実施状況  

薬剤部 
 
 

 医薬品の安全使用の
ための業務に関する手
順書の作成及び当該手
順書に基づく業務の実
施状況   

薬剤部 
 
 
 
 

 医薬品の安全使用の
ために必要となる情報
の収集その他の医薬品
の安全使用を目的とし
た改善のための方策の
実施状況 

薬剤部 
 
 
 
 
 

 医療機器の安全使用
のための責任者の配置
状況 

ME機器管理室 
 
 

 従業者に対する医療
機器の安全使用のため
の研修の実施状況 

ME機器管理室 
 
 

 医療機器の保守点検
に関する計画の策定及
び保守点検の実施状況 

ME機器管理室 
 
 

 医療機器の安全使用
のために必要となる情
報の収集その他の医療
機器の安全使用を目的
とした改善のための方
策の実施状況 

ME機器管理室 
 
 
 
 
 

(注)「診療に関する諸記録」欄には、個々の記録について記入する必要はなく、全体としての管理
方法の概略を記入すること。また、診療録を病院外に持ち出す際に係る取扱いについても記載する
こと。 



(様式第 6) 

病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法に関する書類 

 

○病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法 

     計画・現状の別  １．計画      ２．現状  

 閲 覧 責 任 者 氏 名              病院運営支援部長 東田 操 

 閲 覧 担 当 者 氏 名              総務グループリーダー 三分一 恒男 

 閲覧の求めに応じる場所              総務グループ事務室 

 閲覧の手続の概要 

  閲覧希望者の求めに応じて，総務グループ事務室で行っている。 

 

 

 

 

(注)既に医療法施行規則第 9条の 20 第 5 号の規定に合致する方法により記録を閲覧させている病院

は現状について、その他の病院は計画について記載することとし、「計画・現状の別」欄の該当

する番号に〇印を付けること。 

 

 

〇病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧の実績 

   前 年 度 の 総 閲 覧 件 数    延        0件 
  閲 覧 者 別   医        師    延        0件 

  歯  科  医  師    延        0件 
      国    延        0件 
  地 方 公 共 団 体    延        0件 

(注)特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入する必要はないこと。 

 



 
 

（様式第 6） 

 

規則第１条の１１第１項各号及び第９条の２３第１項第１号に掲げる体制の確保の状況 

 
 
①  医療に係る安全管理のための指針の整備状況 

②  
     有・無 

 
 ・ 指針の主な内容： 
 
【医療安全管理のための指針】 
１．医療安全管理に関する基本的な考え方 
２．用語の説明 
１）医療上の事故等（インシデント） 
２）ヒヤリ・ハット（ゼロレベルインシデント） 
３）医療過誤（法律用語） 
４）合併症 

３．医療安全管理に関する推進方法 
１）医療安全管理体制の構築 
２）医療事故・インシデントなどの報告制度の確立 
３）職員に対する医療安全教育・研修の実施 
４）事故発生時の対応方法の確立 
５）医療事故の公表と報告 

①医療機関への報告・公表 
②公表する範囲 
③プライバシーの尊重 
④当事者に対する配慮 
⑤警察への報告 
⑥社会への公表 

４．医療安全管理に関する指針の閲覧について 
５．患者相談窓口について 
 
 
 
 
 
② 医療に係る安全管理のための委員会の開催状況 

 
     年８６回 

 
 ・ 活動の主な内容： 
 
○医科・歯科共通 
１）「医療事故防止等対策委員会」は，月１回開催し，本院の医療安全管理の統括的な事項につい

て審議する委員会で，「患者影響レベル判定小委員会」及び「医療事故防止等対策小委員会」
を統括し，医療の安全管理，医療事故の防止，医療訴訟に関する事項を審議する。 
また，「医療事故防止等対策委員会」は，「患者影響レベル判定小委員会」，「医療事故防

止等対策小委員会」及び「医療安全管理室会議」から改善策等の審議内容の報告を受けて審議
決定し改善策やマニュアルについて医療安全管理部に周知徹底するようフィードバックする。
（年12回） 

２）「医療安全管理室会議」は，毎週１回開催し，医療事故防止及び安全性の確保に必要な企画・
立案及び評価を行うとともに，医療現場において機能的に対処・指導を行い，病院内の医療安
全に関する対策と意識向上を図る。（年51回） 
 

○医科領域 
１）「患者影響レベル判定小委員会（医科領域）」は，インシデントレポートの患者影響レベルの

判定と医療事故の定義に照らして，患者影響レベル3b以上の事象については医療事故か医療事
故でないかを判定し，病院長に報告する。（年11回） 

 
○歯科領域 
１）「医療事故防止等対策小委員会（歯科領域）」は，月１回開催し，歯科領域のインシデントレ

ポートに基づき，患者影響レベルの判定及び医療事故の防止策等を審議する。医療過誤がある
事例については病院長へ報告する。（年12回） 

 
 



 
 

 
③ 医療に係る安全管理のための職員研修の実施状況 

 
     年１４回 

 
 ・ 研修の主な内容：別紙①のとおり 
 
 
④ 医療機関内における事故報告等の医療に係る安全の確保を目的とした改善のための方策の状況 
 
   ・ 医療機関内における事故報告等の整備 （ 有・無 ） 
   ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
 
○医科・歯科共通 
１） インシデント報告制度の目的や趣旨が十分に伝わるように研修会やリスクマネジャー会議を

とおして伝達している。 
２） 病院全体に係る重要事象の分析・改善策は医療安全管理部で検討し，医療事故防止等対策委

員会で審議のうえ，病院運営会議で報告し，改善策の周知徹底を図る。 
３）院内安全巡視等を行うことで，改善状況を評価する。 
４） 発生した重要なインシデントについては，現場のリスクマネジャーを中心にチームで分析・

改善策を検討し，医療安全管理部に報告する。医療安全管理部は，必要に応じて事実確認及び
詳細な情報収集を行い，要因を特定し，対策を立案し，医療事故防止等委員会へ報告するとと
もに，リスクマネジャー会議へフィードバックする。 

５） 月々のインシデントレポートのマクロ的な集計結果及び重要事象の分析結果をリスクマネジ
ャー会議で報告し，情報の共有化を図る。 

 
 

 
 
 
⑤ 専任の医療に係る安全管理を行う者の配置状況 

 
 有（３名）・無 

 
⑥ 専任の院内感染対策を行う者の配置状況 

 
 有（２名）・無 

 
⑦ 医療に係る安全管理を行う部門の設置状況 

 
     有・無 

 
  ・ 所属職員： 専任（５）名 兼任（２２）名 （医療安全管理室18名，感染管理室10名） 
                                     ＊重複1名 
 
 ・ 活動の主な内容： 
 
１）リスクマネジメント業務の総括 
２）医療事故等に関連する情報の収集，調査，分析 
３）医療事故に関するカルテ等の記載内容の点検及び指導 
４）患者及び家族への説明等について，医療事故発生時の対応状況の確認及び指導 
５）医療事故等の原因究明の実施確認及び指導 
６）医療事故防止にかかる教育・研修及びその環境整備 
７）医療の質向上 
８）病院内の各種マニュアルの管理 
９）院内感染防止に関連する情報の収集，調査，分析及び指導 
10）院内感染防止のための対策及び啓発の企画・立案並びに情報提供 
11）院内感染症のコンサルテーション 
12）院内感染サーベイランス 
13）院内感染情報のデータベース化 
14）病院における定期的な巡視 

 
 
 
⑧ 当該病院内に患者からの安全管理に係る相談に適切に応じる体制の確保状
 況 
 

 
      有・無 
 
 

 
 
 
 



 
 

 
（様式第 6） 
 

院内感染対策のための体制の確保に係る措置 
 
 
① 院内感染対策のための指針の策定状況 

 
    有・無 

 
  ・ 指針の主な内容： 
 
１．院内感染対策に関する基本的な考え方 
２．院内感染対策のための委員会等の組織に関する基本的事項 

（１）感染症対策委員会 
（２）感染管理室（ICT），リンクナース及び感染対策実践者 

３．院内感染対策のための従業員に対する研修に関する基本方針 
４．感染症発生状況の報告に関する基本方針 
５．院内感染発生時の対応に関する基本方針 

（１）通常時の対応 
（２）緊急時（重大な院内感染等の発生）の対応 

６．患者等に対する当該指針の閲覧に関する基本方針 
７．病院における院内感染対策の推進のために必要な基本方針 
 
 
③ 院内感染対策のための委員会の開催状況 

 
年５２回 

 
  ・ 活動の主な内容： 
 
○医科・歯科共通 
１）「感染症対策委員会」は，月１回開催し，院内の感染防止のための調査，研究，対策に関する事
項の統括審議を行い，また，小委員会の審議結果の調整及びその他感染症に関する事項の審議を行
う。（年12回） 

２）「感染管理室会議」は月１回開催し，院内感染情報等の収集，調査，分析を行い，院内感染防止
のための対策及び啓発の企画・立案並びに情報提供に関する審議を行う。（年12回）（臨時4回） 

 
○医科領域 
１）「感染症対策小委員会（医科領域）」は，月１回開催し，医科領域に関し，院内の感染防止のた
めの対策，感染情報レポートの分析・活用及び針刺し（穿刺）感染に関する事項の審議を行う。ま
た，感染防止に係る教育・研修及び院内感染防止に係るマニュアルの策定・改訂に関する事項を審
議し，周知徹底するようフィードバックする。（年12回）      
       

○歯科領域 
１）「感染症対策小委員会（歯科領域）」は，月１回開催し，歯科領域に関し，院内の感染防止のた
めの対策，感染情報レポートの分析・活用及び針刺し（穿刺）感染に関する事項の審議を行う。ま
た，感染防止に係る教育・研修及び院内感染防止に係るマニュアルの策定・改訂に関する事項を審
議し，周知徹底するようフィードバックする。（年12回） 

 
 
③ 従業者に対する院内感染対策のための研修の実施状況 

 
年 ８ 回 

 
 ・ 研修の主な内容：別紙②のとおり 
 
 
④ 感染症の発生状況の報告その他の院内感染対策の推進を目的とした改善のための方策の状況 
 
  ・ 病院における発生状況の報告等の整備        （ 有・無 ） 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
 

感染対策の実務を行うＩＣＴ活動を実施し，情報の収集と対策について，現場へフィードバッ
クをする 

 
 
 
 



 
 

 
（様式第 6） 
 

医薬品に係る安全管理のための体制の確保に係る措置 
 
 
①  医薬品の使用に係る安全な管理のための責任者の配置状況 

 
    有・無 

 
②  従業者に対する医薬品の安全使用のための研修の実施状況 

 
    年 4 回 

 
 ・ 研修の主な内容：毎年実施 

・「安全なミキシングについて」 全職員対象に、薬剤部の製剤室にて見学実習・研修会 

  ・「薬剤部の業務内容と医薬品安全対策について」 新規採用研修医オリエンテーション 

  ・「薬剤関連インシデント事例」 全職員対象安全管理研修会 

  ・「医薬品の医療安全（薬のここに気をつけよう）」看護師対象研修 
   
 
③ 医薬品の安全使用のための業務に関する手順書の作成及び当該手順書に基づく業務の実施状況 
 
 ・ 手順書の作成        （ 有・無 ） 
 ・ 業務の主な内容： 
 

1年に1回、各業務の部門責任者及び業務担当責任者が手順書の業務内容に該当する項目が守ら

れているか確認して見直しを図り、確認後は業務手順点検表に確認者の署名（押印）を行ってい

る。また、医薬品安全管理責任者（必要に応じて担当者）が順次実施状況の確認が必要と思われ

る部門に出向いて確認をしている。 
 
 
④ 医薬品の安全使用のために必要となる情報の収集その他の医薬品の安全使用を目的とした改善
  のための方策の実施状況 
 
   ・ 医薬品に係る情報の収集の整備        （ 有・無 ） 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 

① 薬剤部業務及び病棟業務にて、副作用の障害を未然に防いだ事例や医薬品の適正使用及び疑

義照会に関する内容を収集し、その内容を整理して院内の月１回のリスクマネージャー会議

にて報告。さらに、これらの中から注目すべき内容を取り上げて、「薬剤部ニュース」とし

て、処方例および簡潔な薬学的根拠に関する説明を行い、病院情報システムによって広報。 

② 薬剤部リスクマネージャー（RM）の下に薬剤部内各部署にRMアシスタント（RMA）を配置し、

薬剤に関するインシデント事例や調剤・製剤、病棟、化学療法など各部署におけるリスクを

担当者から吸い上げて、検討（定例会議 1回/月）し改善を図る。必要に応じて順次手順書や

薬剤部マニュアルなどを改訂。 

③ 病棟担当者による病棟での研修会を実施（対象：現場の看護師やリハビリスタッフなど） 
手術室「手術室医薬品の種類について」 ２回開催 
７東「処方箋の読み方」 
４西「小児がん治療に用いられる主な抗がん剤について ～副作用など～」 
リハビリ 「鎮痛・鎮静剤について」 
リハビリ 「循環器系薬剤と抗血栓薬の基礎知識」 
ICU・救命・HCU・SICU合同「循環作動薬・抗血栓薬・透析で除去される薬剤」 
消化器「薬剤におけるリスクマネジメント」 

 
 
 
 
 



 
 

（様式第 6） 
 

医療機器に係る安全管理のための体制の確保に係る措置 
 
 
①  医療機器の安全使用のための責任者の配置状況 

 
   有・無 

 
②  従業者に対する医療機器の安全使用のための研修の実施状況 

 
年5回 程度 

 
 ・ 研修の主な内容： 
 

注入ポンプ使用に関する説明会 
心電図・除細動器使用に関する説明会 
人工呼吸器安元使用に関する説明会 

 
 
 
③ 医療機器の保守点検に関する計画の策定及び保守点検の実施状況 
 
 ・ 計画の策定        （ 有・無 ） 
 ・ 保守点検の主な内容： 

 
特定保守管理機器に関しては取扱説明書に準じて適正間隔かつ必要事項を点検している。 

 
 
 
 
③  医療機器の安全使用のために必要となる情報の収集その他の医療機器の安全使用を目的とした

  改善のための方策の実施状況 
 
  ・ 医療機器に係る情報の収集の整備        （ 有・無 ） 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
 

毎月、医療安全管理部から医療機器にまつわるインシデント報告をもらい、必要に応じて対策
をＳＰＤ運営会議に報告し検討する。そしてＳＰＤ運営会議で対策を検討した結果を院内へ通
達する。 

 
 
 
 
 
 
 

 



広島大学病院医療安全管理部

月 テ　　　ー　　　マ 主催 講　　　　　　師 対　象 日　時・場　所 参加人数

病院新規採用者対象研修プログラム 菅田　智子　専任リスクマネジャー 病院新規採用者

｢医療安全管理体制について-医療事故防止の取り組み-｣
「医療安全管理体制について-感染防止対策-」

大毛　宏喜　感染管理室室長
新採用研修医

「病理検体の正しい取り扱い」 有廣　光司　病理診断科　教授

「正しく検査を行うために―検体採取から提出まで―」 津川　和子　診療支援部　検体検査部門長

2 5 「口腔ケアの重要性ｰ抗がん剤投与の影響から考えるｰ」
安全
感染

一戸　辰夫　血液内科　教授
（連携口腔ケアサポートチーム共催）

全職員
5月9日（木）18:00～19:00
医学部第4・5講義室

345

「造影剤アレルギーの危険性」 粟井　和夫　放射線診断科　教授

「MR室への磁性体持ち込みの危険性」 穐山　雄次　放射線技師

「医療安全管理体制とインシデントレポートシステム」 菅田　智子　専任リスクマネジャー

「流行性ウイルス疾患」 森　美菜子　専任感染対策担当者

5 6 「軽症くも膜下出血の見落とし防止」 安全 栗栖　薫　脳神経外科　教授 全職員
（新規採用医必須）

6月10日（月）18:00～19:00
医学部第4・5講義室
資料配布研修含（6月14日～6月24日）
DVD視聴研修含（随時）

309

6 6
「病院職員みんなで考えるリスクマネジメント
　ｰ訴訟事例を題材にｰ」

安全 日山　亨　保健管理ｾﾝﾀｰ准教授 全職員
6月27日（木）17:45～18:30
医学部第4・5講義室
DVD視聴研修含（随時）

470

7 7 「医療従事者も知っておきたいワクチンの話」 感染
慶應義塾大学医学部　感染症学
　岩田　敏　教授

全職員
7月23日（火）17:45～18:45
医学部第4・5講義室
DVD視聴研修含（随時）

463

8 7 「医療・看護事故の真実と教訓」 安全
江戸川大学　ﾒﾃﾞｨｱｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学部
　隈本　邦彦　教授

全職員
7月26日（金）18:30～19:30
医学部第4・5講義室
DVD視聴研修含（随時）

385

9 随時 手指衛生研修会 感染 リンクナース 全職員 通年 243

10 11
資料配付
「インフルエンザの基礎知識」

感染 感染管理室 全職員
平成25年11月25日～12月4日
資料配布確認問題提出

2,525

菅田　智子　専任リスクマネジャー
山崎　香織　専任リスクマネジャー

森　美菜子　専任感染対策担当者

11 1 「組織は違えど必要な感染対策」 感染
愛媛大学医学部附属病院　感染制御部
桝田　夏代　副看護師長（感染管理認定看護
師）

全職員
平成26年1月15日（水）17：45～18：45
医学部　第4・5講義室
DVD視聴研修含（随時）

300

12 2 「事故事例から学び医療安全対策を機能させるには」 安全
福島県立医科大学附属病院
医療安全管理部長　橋本　重厚　教授

全職員
平成26年2月17日（月）17：45～18：45
医学部　第4・5講義室
DVD視聴研修含（随時）

543

13 3
「ガラスバッチの適正使用・放射線の人体に与える影響につい
て」

安全
永田　靖　放射線部長
権丈　雅浩　放射線取扱主任者

全職員
平成26年3月6日（木）17：30～18：30
平成26年3月10日（月）17：30～18：30
たんぽぽ保育園2階　カンファレンス2

145

「医療安全管理部・各部門年間活動報告」① 医療安全管理部　各部門 全職員
平成26年3月14日（金）17：45～18：30
医学部　第4・5講義室

217

「医療安全管理部・各部門年間活動報告」② 医療安全管理部　各部門 全職員
平成26年3月17日（月）17：30～18：30
医学部　第4・5講義室

227

別紙①

204

215

380

261

536

平成25年度　医療安全管理職員研修会実施状況

- 4
安全
感染

4月1日（月）11:00～12:00
医学部第5講義室

1

中途採用者研修
平成25年11月27日～12月6日
資料配布確認問題提出

5 安全
全職員

（新規採用者
必須）

6月3日（月）15:30～16:15
6月6日（木）13:30～14:15
医学部第5講義室

4 安全
感染

全職員
（新規採用者

必須）

4月19日（金）18:30～19:15
医学部第4・5講義室
資料配布研修含（4月19日～5月10日）
DVD視聴研修含（随時）

全職員

中途採用者

4

5月27日（月）17:45～18:30
医学部第4・5講義室
資料配布研修含（6月3日～6月11日）
DVD視聴含（随時）

3

6 安全
感染

14
安全
感染

- 11 安全
感染

3



広島大学病院医療安全管理部　感染管理室

月 テ　　　ー　　　マ 主催 講　　　　　　師 対　象 日　時・場　所 参加人数

病院新規採用者対象研修プログラム 菅田　智子　専任リスクマネジャー
病院新規採用者

｢医療安全管理体制について-医療事故防止の取り組み-｣
「医療安全管理体制について-感染防止対策-」

大毛　宏喜　感染管理室室長
新採用研修医

「病理検体の正しい取り扱い」 有廣　光司　病理診断科　教授

「正しく検査を行うために―検体採取から提出まで―」 津川　和子　診療支援部　検体検査部門長

2 5 「口腔ケアの重要性ｰ抗がん剤投与の影響から考えるｰ」
安全
感染

一戸　辰夫　血液内科　教授
（連携口腔ケアサポートチーム共催）

全職員
5月9日（木）18:00～19:00
医学部第4・5講義室

345

「医療安全管理体制とインシデントレポートシステム」 菅田　智子　専任リスクマネジャー

「流行性ウイルス疾患」 森　美菜子　専任感染対策担当者

4 7 「医療従事者も知っておきたいワクチンの話」 感染
慶應義塾大学医学部　感染症学
　岩田　敏　教授

全職員
7月23日（火）17:45～18:45
医学部第4・5講義室

463

5 － 手指衛生研修会 感染 リンクナース 全職員 通年 243

6 11
資料配付
「インフルエンザの基礎知識」

感染 感染管理室 全職員
平成25年11月25日～12月4日
資料配布確認問題提出

2,525

菅田　智子　専任リスクマネジャー
山崎　香織　専任リスクマネジャー

森　美菜子　専任感染対策担当者

7 1 「組織は違えど必要な感染対策」 感染
愛媛大学医学部附属病院　感染制御部
桝田　夏代　副看護師長（感染管理認定看護
師）

全職員
平成26年1月15日（水）17：45～18：45
医学部　第4・5講義室

300

「医療安全管理部・各部門年間活動報告」①
医療安全管理部
各部門

全職員
平成26年3月14日（金）17：45～18：30
医学部　第4・5講義室

217

「医療安全管理部・各部門年間活動報告」②
医療安全管理部
各部門

全職員
平成26年3月17日（月）17：30～18：30
医学部　第4・5講義室

227

別紙②

8
安全
感染

3

261

- 1 中途採用者研修
安全
感染 中途採用者

平成25年11月27日～12月6日
資料配布確認問題提出

204

3 6
安全
感染

全職員
6月3日（月）15:30～16:15
6月6日（木）13:30～14:15
医学部第5講義室

215

3801 4
安全
感染

全職員
（新規採用者
必須）

4月19日（金）18:30～19:15
医学部第4・5講義室
資料配布研修含（4月19日～5月10日）
DVD視聴研修含（随時）

平成25年度　院内感染防止対策研修会実施状況

- 4
安全
感染

4月1日（月）11:00～12:00
医学部第5講義室


